
 
 

 
 

 

B：こどもの貧困と地域連携～日本とモンゴル国の現状～  
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 貧困には、大きく分けて絶対的貧困と相対的貧困という２つの貧困がある。絶対的貧困とは

人間としての最低限の生存条件を欠くような貧困、そして、相対的貧困とは、ある国・地域の

中で平均的な生活レベルよりも著しく低い生活レベルの貧困を指す。   

 モンゴルでは、地方の衰退により職を求めて都市部への人口移動が起こり、特に首都ウラン

バートルには多くの人口が集中し相対的貧困が進んだ。ゲル地域と呼ばれる貧困地域では、ス

トリートチルドレンのような絶対的貧困に苦しむ子どもたちが出現し、貧困の負の連鎖の中で

苦しんだ。不安定な家庭の中でＤＶも発生し子どもを精神的に追い詰めていくとともに子ども

たちの自信も奪った。  

 私たちは、海外実態調査でモンゴルの貧困の現状を知るために子ども支援 NGO「魔法の城」

を訪れた。 魔法の城では虐待から逃れた子どもたちの保護や無償の教育の場を提供している。 

代表の一人であるテルメンさんにインタビューを行いモンゴルの貧困の現状についてお聞き

した。現在の貧困は絶対的貧困から相対的貧困になり、ストリートチルドレンが親になりその

子供たちが貧困に陥るという第２の貧困が発生している。テルメンさんたちはこの貧困の連鎖

を断ち切るために魔法の城を運営し活動を続けている。   

 日本では現在７人に 1 人の子どもが相対的貧困であると言われている。親の貧困が子どもに

影響を与えており、モンゴルで見た「貧困の負の連鎖」が見られる。年々子どもの貧困率は上

がり 2,013 年には 16.3％に上がっている。都道府県別で見ると大阪府は貧困率 21.8％と全国

ワースト１位であるが、一方で、子ども支援の活動も多い。箕面市の「暮らしづくりネットワ

ーク北芝」では、子ども支援のために「地域通貨『まーぶ』」の発行や、子ども食堂の運営を

行っている。この『まーぶ』とは子どもたちも含めた地域の人が使える地域通貨で、NPO 北

芝が公認を得て発行している。北芝で運営される子供食堂は、この『まーぶ』を使って食事を

することができる。   

 最後に、私たちは、モンゴルの魔法の城や箕面市のＮＰＯ北芝に学び、能勢町で、能勢版「魔

法の城」を創ることを提案したい。魔法の城を拠点に、「子ども食堂」の運営や、地域通貨を

発行して子どもたちが  地域で働く経験を通して能勢を愛するようになったら良いと考える。  

子どもたちが生き生きと暮らせる能勢町は人々を惹きつけ、それが地域の活性化に結び付くと

考える。   
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